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１．学校紹介
本校は，昭和 38 年（1963 年）に開校し，本
年で創立 60 年目を迎える。
現在は機械科，電気科，建築科（建築コー
ス・伝統建築コース），建設工学科の４科５課
程と２年間の専修課程の伝統建築専攻科を有す
る工業高校である。
これまで半世紀に渡り，常に産業界のニーズ
や時代の要請に応え，特色ある工業教育を実践
し「剛健誠実・自主自律・好学敬愛」の校訓の
下，「ものづくりをとおした人づくり」を学校
目標の一つに掲げている。
資格取得や技術系競技大会への参加，積極的
な地域貢献などを実践し，高い実績を残してお
り，卒業した生徒は一万名を超え，県内はもと
より，全国各地，各界で活躍している。
生徒達は，将来の夢の実現に向けて高い目標
を掲げ，その達成を目指し日々勉学や部活動に
熱心に取り組んでいる。
２．研究概要
将来の予測が困難な時代を生徒自ら切り拓く
ことができる技術者となるために，自己実現に
向けた振り返りや，更なる高みを目指した目標
設定など，生徒自らが課題を見出す主体的態度
を養うとともに，ステップアップを意識する発
展的な考えを育むことが求められる。
本研究では，生徒の主体的行動・学びに向か
う力・社会に必要とされる力を養うために，主
体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習指

導及び評価の工夫，新学習指導要領における 3
観点による評価方法の研究を行うことを目的と
する。（図 1）
３．研究内容
⑴　高校３年間の学びの見通しを持った系統的
な学習指導の在り方を検証
⑵　「主体的・対話的で深い学びの実現」に向
けた学習指導及び評価方法の工夫
⑶　新学習指導要領における３観点による評価
方法の研究（「主体的に学習に取り組む態度」
の評価方法の確立）

図 1　研究事業　構造図
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職業人として必要な学びに向かう資質・能力を育む指導と
評価に関する研究
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⑷　新たな時代に対応したオンライン環境での
学びや指導方法の検証
４．求める力
熊本県産業教育審議会において整理された，

「県内企業が求める力と専門高校生への課題

（18 項目の力）」を参考に，本校の綱領，学校
目標，新学習指導要領における３観点＋個人内
評価を相関させ，本校の学習活動場面において
養うことができる力を整理した。（図２）

５．研究の取組
⑴　高校３年間の学びの見通しを持った系統的
な学習指導の検証
ア　生徒の変容調査

昨年度と同様のアンケートを実施し，生徒の
変容について検証し，課題点を視覚化して校内
での取組や授業改善に繋げた。（図３）

イ　グラフィックシラバス
「機械設計」・「原動機」及び「実習（旋盤）」
において作成　教科を超えた学びの広がりを示
すことで，生徒達は見通しを持った学習活動に
取り組むことができた。また，学びのUD化に
繋げることができた。（図４）

⑵　「主体的・対話的で深い学びの実現」に向
けた学習指導及び評価方法の工夫
ア　外部人材の活用をとおした取組
ア　高校生ものづくりコンテスト代表選手の練
習見学
コロナ禍による外部人材の登用を見送ること

図２　「身に付けさせたい力」の整理

図３　資質・能力アンケート結果

研究実践 「身につけさせたい力」整理

【学校綱領】 「剛健・誠実」 「自主・自律」 「好学・敬愛」

ものづくりをとおした人づくり
【学校目標】 部活動をとおした人づくり

地域から信頼される人づくり

【新学習指導要領における３観点＋個人内評価】
「知識・技術」 「思考・判断・表現」 「主体的に学習に取り組む態度」 「感性や思いやり」

【熊本県産業教育審議会】

【機械科】 求める資質・能力

高校３年間の学びの見通しを持った系統的な学習指導の検証

「専門性」「社会性」「創造性」の育成

社会性専門性

創造性

Kuma  Technical  High school

「学校目標」に対して、３つの要素に
関連する「資質・能力」を抽出

専門高校生に求める資質・能力

２５の資質・能力
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となったが，高度な技術・技能に身近に触れる
機会として，高校生ものづくりコンテスト旋盤
作業部門に出場する選手の練習の様子を，機械
科全生徒に対して見学する機会を設けた。同じ
境遇の生徒が，高い技術を身に付け活躍する姿
は，他の生徒の大きな刺激となった。
イ　ものづくり熟練技能士による講話
講義をとおして，生徒全員が専門知識が深
まったと実感し，特に学校と製造現場での作業
意識の違いを実感した生徒が多く，専門教科の
奥深さを再認識した。
また，学校での学びが必ず社会で活かされる
ことを実感し，学ぶことの大切さや資格取得の
重要性を再認識することができた。
イ　「タスクベースラーニング」の授業展開
（実習での取組紹介）
ア　２年機械実習（旋盤作業）
これまでは，教師側から製作課題図面を提示

して，全員の足並みをそろえて，手順どおりに
加工実習を展開していたが，より生徒の主体性
を向上させるために，生徒自ら製作課題図面を
作成し，加工手順を考え，創造をカタチに繋げ
る実習の展開を実践した。（図５）
イ　実践の効果
○選択する加工要素の組み合わせを生徒達が考
えて課題を製図するため，製図技術が向上し，
生徒の数だけアイディアが生まれることから生
徒の主体性の向上に繋げることができた。
○加工手順について生徒同士で実際の加工時を
イメージしながら考えることで，お互いに意見
を出し合うことができ，対話的な実習を展開す
ることができた。
○既習の知識と技術を生かした実践に繋げるこ
とができた。生徒の自由な課題設定により失敗
が生まれ，原因を追及する際の学びが多くな
り，より実践的な実習で深い学びに繋げること
ができた。
●生徒の質問や困感に対して，即座に的確なア
ドバイスができるよう教師のファシリテーショ
ン能力及び指導力向上が不可欠である。
ウ　振り返りによる授業改善と，生徒のメタ認
知を検証する
ア　簡易的なリフレクション
生徒が提出する実習のレポートや座学におけ

図４　グラフィックシラバス

図５　タスクベースラーニング課題

Kuma  Technical  High school主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習・評価方法の工夫

１年時から新たな加工要素を加え、生徒自ら課題図を作成（製図）し、
加工手順を考え、創造をカタチに繋げる実習展開を実践

新たな加工要素
（選択加工条件）

※３つの中から２つを選択

材質：Ｓ４５Ｃ
形状：φ２８×１００±１

（黒皮ノコ切断）
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研究実践 「タスクベースラーニング」の実践
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る課題プリント，ノートへ簡易的に学習の理解
を確かめる評価欄を設け，生徒の学習理解度を
確認し，効率よく教師の授業の振り返りを行っ
た。（図６）
教師は，生徒の提出物を確認することで，全
体的に「B：できた」評価以上が多かった場合
は，授業が上手く生徒に伝わったと判断し，
「C：できなかった」評価以下が多かった場合
は授業の展開に課題があると捉え授業改善に繋
げた。

図６　簡易的なリフレクションシート

イ　相互評価
相互評価においては，教師が気付かない目線
での生徒の態度や特性がわかり，生徒の気付き
をとおして，教師から生徒へ的確なアドバイス
ができ，授業改善や評価方法の工夫に繋げるこ
とができた。また，お互いがどのように見られ
ているか，生徒同士の目線で互いを認め合った
意見（良い点・課題点）を伝え合うことで，自
らのメタ認知の向上に繋げることができた。
ウ　自己評価
各実習や座学における各単元において，評価
シートを作成し，生徒の自己評価と教師による
評価を行った。生徒は自己評価の理由を記入
し，それに対して教師からのコメントを記すこ
とで，評価の相違について互いに理解を深める
取組を行った。また，次の単元学習において
「何を・どう」励んでいきたいか，生徒に記入
を促すことで，学習意欲をステップアップさせ
る取組を行った。
エ　振り返りの卵
「振り返りのたまご」をアレンジした取組で
は，生徒にとって単元の学びの中心や，新たな

学びを一目で振り返る
ことができた。また，
このシートを教師が確
認することで，記入内
容によっては，授業展
開に課題があったと判
断し，授業改善に繋げ
ることができた。（図
７）
オ　「キャリアパスポート」
進路指導部と連携し，本校独自の「キャリア
パスポート」を作成。
年度当初に「１年間の目標設定シート」を作
成し，学習の記録や資格取得，部活動の記録，
進路希望の記録をその都度記入し，１年間の記
録を蓄積することで，年度末に振り返り，生徒
自身の変換点を見つけ，メタ認知の向上に取り
組んでいる。
また，その他，
定期考査や学校
行事における記
録シートを作成
し，何事にも目
標を持ち，先の
見通しを持って
取り組む態度の
育成に繋げてい
る。（図８）
⑶　新学習指導
要領における 3
観点による評価
方法の研究
ア　単元毎の観点別評価計画
小単元において，学習計画を立て，学習に要
する時間，評価の観点，学習内容，評価方法に
ついてまとめた計画表を作成した。
評価の計画を立てることで，各授業時間にお
いて，評価観点のポイントを絞った授業展開に

図７　�振り返りのエン
ジン

図８ キャリアパスポートシート
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⑷　新たな時代に対応したオンライン環境での
学びや指導方法の検証
ア　ICTを活用した取組
生徒達の意見を集約するツール（オンライン
ホワイトボード，オンラインアンケート等）を
用いて，リアルタイムに情報を共有することが
できた。
６．まとめ
２年にわたって取り組んだ本研究は，コロナ
禍に加え，令和２年７月豪雨災害に見舞われ，
研究計画の大幅な見直しを余儀なくされ厳しい
状況でのスタートとなったが，私たちにとって
「できること・すべきこと」を整理し本研究に
取り組むことができた。想定外の経験をとおし
て，生徒は貴重な学びの機会を得ることがで
き，生徒達の新たな一面（主体的に取り組む態
度）を発見することができた。
本研究では，本校生徒にとって目指す資質・
能力について早い段階で整理し，「主体的・対
話的で深い学びの実現」に向けた授業と評価に

ついて，様々な手立てを実践し，授業と評価の
一体化を図り，授業改善に繋げるとともに，学
習活動の振り返りをとおして，生徒のメタ認知
の向上を図ることができた。
本研究をとおして，授業と評価の一体化，及
び生徒の主体性を向上させるためには，私たち
教師の確かな「指導力」，「生徒の変化を知る
力」がより一層重要であると痛感した。また，
ICT の活用における正しい情報の収集力につ
いて，ネット上の情報を鵜呑みにさせないため
の私たちの確かな専門性を向上させる必要があ
ると思う。生徒達がさらに学びを深めたいと思
える魅力ある授業を展開し，生徒達の「でき
る」を増やすことで，目標や学びに対する向上
心をスパイラル的に導く実践が必要だと思う。
本研究成果が，新学習指導要領における授業
や評価の在り方を検討する一助となれば幸いに
思う。

繋げることができた。
イ　単元別評価の個人シート
小単元毎の観点別評価に対して，本校機械科
生徒に求める資質・能力，学習内容をまとめ，
生徒の自己評価と教師による評価，単元毎に実
施する振り返りの小テストの結果をまとめた個

人シートを作成した。
シートを振り返ることで，生徒は自らの得意
分野，不得意分野を確認することができ，定期
考査において，ポイントを絞った学習計画を立
てることに繋がった。（図９）

図９　単元別評価の個人シート

1
←生徒出席番
号入力

教科： 機械設計 出席番号 1 氏名

大単元 小単元 求める資質・能力 観点 学習内容 自己評価 教科担当評価 単元テスト点数
各分野における専門知識・技術が実社会
でどう活かされているか理解する。

知識・技術
機械の定義・なりたち・動きを理解し、機械の仕組み
がどのようになっているか理解している。

B A

専門知識・技術を活用して、特性や課題を
調べ解決策を考える力を養う。

思考・判断・表現
機械とはどのようなものか、機械の定義・なりたち・動
きなどを考察し、機械か否かを総合的に判断できる。

B B

自ら課題を見つけ、解決に向けて粘り強く
取組む態度を養う。

主体的に取り組む態度
機械に関心をもち、機械の定義や機械のしくみを探
求しようとしている。

C C

各分野における専門知識・技術が実社会
でどう活かされているか理解する。 知識・技術

機械要素や標準化の目的を理解し、設計においての
有用性を理解している。 A A

専門知識・技術を活用して、特性や課題を
調べ解決策を考える力を養う。

思考・判断・表現
機械要素の分類や、標準化と規格の関係・意義を考
察できる。

B B

多様な場面で、専門知識・技術を応用し活
用できる力を養う。

主体的に取り組む態度
身近な機械要素や規格品に興味をもち、調べたり、
考えたりすることで、標準化の目的・意義を理解しよう
とする。

B B

各分野における専門知識・技術が実社会
でどう活かされているか理解する。

知識・技術
機械設計の流れを理解している。

A A

専門知識・技術を活用して、特性や課題を
調べ解決策を考える力を養う。 思考・判断・表現

機械を設計するうえでの流れや具体的な作業をふま
えて考察できる。 A B

多様な場面で、専門知識・技術を応用し活
用できる力を養う。

主体的に取り組む態度
機械設計に関心をもち、設計の進めかたやよい機械
の条件を探求し、生活や学習に生かそうとしている。

B B

専門知識と作業の繋がりを理解する。
知識・技術

機械に働く力の作図法や計算法を身に付け、設計と
のかかわりを理解している。

A B

専門知識・技術を活用して、計算や機器を
扱う力を養う。 思考・判断・表現

具体例をふまえて、力の表しかたや合成・分解の方
法、力のモーメントや偶力の作用のしかたを考察し、
その過程や結果を示すことができる。

B B

多様な場面で、専門知識・技術を応用し活
用できる力を養う。 主体的に取り組む態度

機械に働く力に関心をもち、課題解決に対して、主体
的かつ協働的に考え、調べる態度を身に付けようとし
ている。

B B

専門知識と作業の繋がりを理解する。
知識・技術

機械の直線運動や回転運動の速度・加速度の計算
法や運動の法則を理解している。 B A

専門知識・技術を活用して、計算や機器を
扱う力を養う。 思考・判断・表現

直線運動や回転運動の速度・加速度の計算法や運
動の法則をモータなどの具体例をふまえて考察で
き、計算の過程や結果を示すことができる。

B B

多様な場面で、専門知識・技術を応用し活
用できる力を養う。 主体的に取り組む態度

機械の運動に関心をもち、運動の種類や法則を探求
し、、課題解決に対して、主体的かつ協働的に考え、
調べる態度を身に付けようとしている。

C B

専門知識と作業の繋がりを理解する。
知識・技術

仕事の原理を理解し、仕事や動力の計算方法を身に
つけている。

B B

専門知識・技術を活用して、計算や機器を
扱う力を養う。 思考・判断・表現

仕事や動力、仕事の原理をてこ・輪軸・滑車・斜面な
どの道具やさまざまな機械の具体例をふまえて考察
でき、計算の過程や結果を示すことができる。

B B

多様な場面で、専門知識・技術を応用し活
用できる力を養う。 主体的に取り組む態度

機械の仕事や動力に関心をもち、エネルギーと生活
のかかわりや仕事の原理を探求し、主体的かつ協働
的に考え、調べる態度を身に付けようとしている。

C C

専門知識と作業の繋がりを理解する。 知識・技術 摩擦の性質、摩擦や機械の効率の計算ができる。 C C

専門知識・技術を活用して、計算や機器を
扱う力を養う。 思考・判断・表現

摩擦の性質を理解し、摩擦を小さくするくふうや摩擦
の利用について、機械の効率やねじなどの具体例を
ふまえて考察できる。

C C

多様な場面で、専門知識・技術を応用し活
用できる力を養う。 主体的に取り組む態度

摩擦と機械の効率のかかわりに関心をもち、摩擦を
小さくするくふうや摩擦の利用について探求し、主体
的かつ協働的に考え、調べる態度を身に付けようとし
ている。

C C

SAMPLE

１
章
 
機
械
と
設
計

１．機械のしくみ

２．機械要素と標準
化

２．機械設計

２
章
 
機
械
に
働
く
力
と
仕
事

１．機械に働く力

２．機械の運動

３．仕事と動力

４．摩擦と機械の効
率 0
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「本校機械科が求める資
質・能力」をプルダウンで選


